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AhSかαCι

Ribeπ Chayahh (『日本茶議市豊) wascompiled by chinese Lipin (李頻) and Japanese painter
Murase Ransui(村瀬藍フk) who cooperated with Liin the1且te Qin今 dynasty. This manuscnpt
is in the possession ofthe sh且nghaiLibrary.1t is the early document which describes Japanese
tea ceremony compiled by chinese, Furthermore, the process of its compilation reflects the in、
tercourse between chinese and Japanese at that time. From these points of view,北 is certaln
thatthis manuscriptiS 且 Valuable materialto study how to hold Japanese tea ceremony in mod、
ern times and to know a part of culturalexchange between china and Japan. The purpose of
this note is to make Ribιπ Chの奴nli(『日本余詠師豊』) known widely to researchers. Therefore, we
have checked over the whole text carefUⅡy,且nd we add the explanation of its compilation and
features to this note
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上
毎
図
書
館
所
蔵
『
日
本
茶
詳
禮
』

抄
録
上
海
図
書
館
所
蔵
の
『
日
本
一
驫
禮
』
は
一
ハ
ハ
ハ
年
、
清
の
李
頻
(
李
濱
)
が
日

本
の
画
家
村
瀬
藍
水
の
協
力
の
下
、
日
本
の
茶
道
に
つ
い
て
ま
と
め
た
稿
本
で
あ
る
。
本

書
は
中
国
人
が
日
本
の
茶
道
に
つ
い
て
ま
と
め
た
早
期
の
著
作
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の

編
纂
過
程
に
は
当
時
の
日
本
人
と
中
国
人
の
交
友
が
反
映
さ
れ
て
ぃ
る
。
こ
れ
ら
の
占
小
か

ら
、
本
書
は
近
代
に
お
け
る
茶
事
の
様
子
や
日
中
文
化
交
流
の
一
端
を
知
る
上
で
価
値
あ

る
資
料
だ
と
三
園
え
よ
う
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
日
本
茶
一
朧
』
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
そ
の
内
容
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
本
書
の
編
纂
や
特
徴
に
関
す
る
説
明

を
附
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

『
日
本
一
念
禮
』
、
李
頻
、
村
瀬
藍
水
、
松
尾
宗
五
、
茶
会
、
清
代
、
明
治
時
代

<
目
次
>

弌
『
日
本
一
金
嶺
』
に
つ
い
て

ニ
、
松
尾
流
に
つ
い
て

三
、
『
日
本
一
金
脳
』
の
成
立
に
関
わ
っ
た
人
物

四
、
凡
例

五
、
『
日
本
萎
朧
』
本
文

六
、
『
日
本
茶
一
朧
』
挿
図
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一
、
『
日
本
一
誕
禮
』
に
つ
い
て

日
本
犬
議
禮
』
は
全
一
巻
、
上
海
図
書
館
所
蔵
(
請
求
番
号
線
普
五
四
一
 
0
九
七
)

の
稿
本
で
あ
る
。
四
周
双
辺
単
魚
尾
版
心
に
「
崇
雅
堂
」
と
あ
る
マ
ス
目
刷
の
料
紙

に
、
古
体
や
纂
体
と
い
っ
た
異
字
を
多
く
用
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
内
容
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

一
「
日
本
一
誕
禮
」

一
一
日
本
に
お
け
る
茶
の
栽
培
、
茶
道
の
歴
史
お
よ
び
茶
会
の
概
要

一
 
1
二
茶
事
の
日
程
や
進
行
、
作
法
の
詳
細
。

二
「
茶
室
考
」

茶
室
や
庭
園
の
設
計
、
特
徴
の
説
明
。

三
「
四
畳
半
席
考
」

四
畳
半
の
茶
席
に
お
け
る
敷
物
の
使
い
分
け
、
主
客
の
位
置
季
節
に
応
じ
た
模
様

替
え
な
ど
の
説
明
。

四
「
犬
議
器
考
」

日
本
に
お
け
る
茶
器
の
伝
来
製
造
に
関
す
る
歴
史
お
よ
び
諸
道
具
の
素
材
形

状
に
関
す
る
説
明
。

半
席
圖
」
、
図
八
「
改
設
風
盧
半
席
不
戡
角
圖
」
を
収
録
。

五
「
犬
議
圖
」

茶
席
の
主
客
、
道
具
の
配
置
に
関
す
る
八
種
の
図
。
図
「
犬
議
席
室
圖
」
以
下
、

図
「
席
圖
」
、
図
「
半
席
戡
角
圖
」
、
図
四
「
{
負
主
席
位
圖
」
、
図
五
「
主
席
半
席

陳
列
茶
器
圖
」
、
図
六
「
黙
醜
茶
進
賓
諸
器
陳
列
圖
」
、
図
七
「
飲
醜
茶
畢
進
茶
入
匙
袋

六
「
後
叙
」

『
日
本
一
誕
禮
』
の
撰
者
は
李
頻
校
閲
者
は
村
瀬
藍
水
で
あ
る
。
「
後
叙
」
に
よ
る
と
、

光
緒
十
三
年
(
一
八
八
七
)
八
月
、
蕪
州
を
旅
し
て
い
た
李
頻
は
同
地
で
村
瀬
藍
水
と

知
り
合
い
、
日
本
の
茶
道
の
こ
と
や
茶
道
に
関
わ
る
事
柄
が
、
書
物
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
村
瀬
藍
水
に
頼
み
、
そ
の
従
兄
の
豆
洲
を
通
じ

て
茶
人
の
宗
五
に
茶
道
の
説
明
と
茶
席
・
器
物
の
配
置
図
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
。
宗
吾

の
便
り
は
和
文
で
書
か
れ
て
い
た
た
め
、
村
瀬
藍
水
が
翻
訳
し
、
さ
ら
に
李
瀕
と
村
瀬

藍
水
は
身
振
り
手
振
り
や
筆
談
を
通
じ
て
何
度
も
意
思
疎
通
を
行
い
、
本
書
が
完
成
し

た
と
い
う
。
『
日
本
一
誕
禮
』
本
文
の
末
尾
に
「
明
治
戊
子
三
月
美
濃
國
源
緒
藍
水
校

於
呉
門
寓
齊
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
明
治
一
十
一
年
(
一
ハ
ハ
ハ
)
に
完
成
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
書
の
内
容
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
の
は
、
「
豆
洲
」
と
茶
人
の
「
宗
五
」
で
あ
る
。

豆
洲
は
旧
尾
張
藩
医
の
村
瀬
豆
洲
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
光
緒
十
三
年
、
す
な
わ
ち
明

治
二
十
年
前
後
は
名
古
屋
で
医
業
を
営
ん
で
い
た
。
一
方
、
豆
洲
と
関
わ
り
の
あ
っ
た

宗
五
に
つ
ぃ
て
は
、
名
古
屋
で
活
動
し
て
い
た
茶
人
の
な
か
に
、
尾
張
藩
御
用
を
務
め

た
松
尾
流
の
家
元
の
七
代
・
好
古
斎
宗
五
が
い
る
。
好
古
斎
宗
五
は
『
日
本
一
誕
禮

が
完
成
し
た
明
治
二
十
一
年
(
一
ハ
ハ
ハ
)
に
没
し
た
。
『
日
本
一
誕
禮
』
の
「
後
叙
」

に
は
本
稿
完
成
後
問
も
な
く
宗
五
が
没
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
茶
道
の
述

義
な
ど
を
李
頻
に
寄
せ
た
宗
五
は
好
古
斎
宗
五
の
こ
と
だ
と
確
雫
き
る
。
そ
う
す
る

と
、
本
書
の
内
容
は
主
に
松
尾
流
の
作
法
や
道
具
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。「
後
叙
」
の
記
載
に
ょ
れ
ぱ
、
本
書
の
脱
稿
後
松
尾
宗
五
は
李
頻
に
日
本
一
誕

禮
の
原
稿
や
そ
の
詩
文
書
画
を
求
め
、
自
ら
所
蔵
す
る
道
具
と
合
わ
せ
て
鑑
賞
す
る
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大
茶
会
の
開
催
を
企
図
し
た
。
し
か
し
、
間
も
な
く
宗
五
は
急
逝
し
た
。
そ
の
後
宗

五
の
門
人
は
師
の
志
を
継
ぎ
、
村
瀬
藍
水
や
村
瀬
豆
洲
を
通
じ
て
李
頻
に
便
り
を
寄
せ

た
が
、
李
頻
は
自
ら
の
浅
学
を
も
っ
て
承
知
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
本
書
は
稿
本
の

ま
ま
伝
わ
り
、
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

松
尾
流
の
作
法
や
道
具
を
記
し
た
早
期
の
書
籍
に
は
、
元
尾
張
藩
士
の
小
出
平
四
郎

か
著
し
た
『
松
尾
流
茶
儀
指
掌
』
前
編
お
よ
び
続
編
(
と
も
に
明
治
四
十
年
刊
行
)
が

あ
る
。
『
日
本
茶
礁
輪
』
は
こ
れ
よ
り
二
十
年
ほ
ど
早
く
著
さ
れ
て
お
り
、
松
尾
流
の

変
遷
を
知
り
得
る
資
料
の
一
つ
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
日
本
の
茶
道
に
対
す
る
当
時
の
中

国
人
の
見
解
や
、
日
本
人
と
中
国
人
の
茶
道
を
通
じ
た
交
流
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。

一
、
松
尾
流
に
つ
い
て

松
尾
流
の
家
元
で
あ
る
松
尾
家
は
、
武
野
紹
鵬
の
弟
子
で
あ
っ
た
辻
玄
哉
か
始
祖
(
玄

哉
の
子
、
五
助
か
ら
松
尾
姓
を
名
の
る
)
で
、
代
々
京
都
に
お
い
て
呉
服
を
生
業
と
し
、

数
寄
者
と
し
て
茶
の
湯
を
た
し
な
ん
だ
家
系
で
あ
る
。

享
保
五
年
(
一
七
二
0
)
、
表
千
家
の
覚
々
斎
原
叟
は
千
家
茶
道
を
名
古
屋
に
広
め
る

た
め
町
田
秋
波
を
派
遣
す
る
が
、
そ
の
後
三
年
ほ
ど
で
秋
波
は
没
し
た
。
そ
こ
で
、
門
人

で
辻
玄
哉
か
ら
数
え
て
六
代
目
に
あ
た
る
松
尾
流
の
流
祖
(
初
代
)
楽
只
斎
宗
二
が
推
挙

さ
れ
、
宗
二
は
享
保
九
年
(
一
七
二
四
)
名
古
屋
ヘ
赴
い
た
。
以
来
宗
二
は
京
都
.
名

古
屋
の
間
を
往
復
し
、
名
古
屋
で
の
茶
道
普
及
に
貢
献
し
た
。
二
代
・
翫
古
斎
宗
五
は
尾

張
徳
川
家
の
御
用
を
勤
め
、
以
後
尾
張
徳
川
家
と
の
関
係
が
代
々
続
い
た
。

三
代
・
一
等
斎
宗
政
の
こ
ろ
に
は
、
名
古
屋
に
近
い
美
濃
・
伊
勢
の
人
々
も
門
弟
と
な

リ
、
松
尾
流
が
名
古
屋
に
本
拠
を
お
く
基
礎
と
な
っ
た
。
松
尾
流
中
興
の
祖
と
も
い
わ
れ

る
五
代
・
不
俊
斎
宗
五
は
尾
張
藩
十
代
斉
朝
の
厚
遇
を
受
け
た
。
そ
の
後
弘
化
四
年

(
一
八
四
七
)
生
ま
れ
の
七
代
・
好
古
斎
宗
五
の
時
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
京
都
の
自
宅

が
焼
失
し
、
そ
の
拠
点
を
名
古
屋
に
移
し
た
。
そ
し
て
明
治
の
中
ご
ろ
、
九
代
半
古
斎
宗

見
は
名
古
屋
に
永
住
を
決
め
た
。
十
代
・
不
染
斎
宗
吾
は
太
平
洋
戦
争
後
の
文
化
振
興
に

寄
与
し
、
勲
五
等
瑞
宝
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
現
在
の
当
主
は
、
十
二
代
.
妙
玄
斎
宗
典
で

あ
る
。

一
二
、
『
日
本
茶
叢
運
の
成
立
に
関
わ
っ
た
人
物

日
本
茶
粛
輪
』
に
は
七
名
の
人
物
が
見
え
、
い
ず
れ
も
本
書
の
成
立
を
知
る
手
が
か

り
と
な
る
。
今
後
の
研
究
の
資
に
供
す
る
た
め
、
以
下
に
そ
の
略
歴
を
記
す
。

@
李
頻
(
李
濱
)

日
本
犬
識
禮
』
の
巻
首
に
は
「
上
元
李
頻
古
漁
護
」
と
あ
り
、
ま
た
「
犬
議
図
」
の

末
尾
に
は
「
江
宙
呉
穆
齋
為
夢
榴
主
人
代
繕
浄
本
於
武
林
之
九
曲
郷
」
と
あ
る
。
清
末

に
上
元
(
現
在
の
南
京
市
江
寧
区
)
出
身
で
字
は
古
漁
夢
榴
と
号
し
た
李
濱
と
い
う
人

物
が
お
り
、
李
頻
は
李
濱
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

李
濱
は
幼
少
時
に
太
平
天
国
の
乱
が
起
こ
っ
た
た
め
故
郷
を
離
れ
た
。
十
三
歳
の
時
に

故
郷
ヘ
一
戻
っ
て
か
ら
は
諸
書
を
学
び
、
特
に
説
文
解
字
』
と
宋
儒
の
書
物
を
好
ん
で
読

ん
だ
。
官
途
に
つ
く
と
漸
江
通
判
、
金
華
通
判
を
歴
任
し
、
漸
東
巡
江
水
師
を
統
括
し
て

い
た
時
に
上
官
と
意
見
が
合
わ
ず
解
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
帰
化
城
(
現
在
の
内
モ
ン
ゴ

ル
自
治
区
フ
フ
ホ
ト
市
)
を
旅
し
、
開
封
に
至
っ
て
河
南
図
書
館
に
勤
め
、
宣
統
元
年

(
一
九
0
九
)
に
は
『
河
南
図
書
館
書
目
』
を
上
梓
し
た
。
清
朝
が
滅
び
る
と
曲
阜
学
会

の
経
学
講
師
と
な
り
、
六
十
二
歳
で
没
し
た
。
著
書
に
は
『
中
興
別
記
』
、
『
急
就
章
偏
労

歌
、
草
説
、
河
南
図
書
館
書
目
』
、
夢
榴
軒
雑
著
な
ど
が
あ
る
。
『
江
蘇
省
通
志
稿
』

の
「
人
物
志
」
な
ど
に
伝
が
見
え
る
。

李
頻
の
生
没
年
に
つ
い
て
、
『
中
興
別
記
』
の
自
序
に
は
同
治
六
年
の
と
き
十
三
歳
、
『
江

蘇
省
通
志
稿
に
は
六
十
二
歳
で
没
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
数
え
年
で
お
よ
そ
咸
豊
六
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年
(
一
八
五
五
)
に
生
ま
れ
、
中
華
民
国
五
年
(
一
九
一
六
)
に
没
し
た
よ
う
で
、
村
瀬

藍
水
と
出
会
っ
た
光
緒
十
三
年
(
一
八
八
七
)
、
李
頻
は
三
十
三
歳
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。

②
呉
穆
斎

先
述
し
た
よ
う
に
、
『
日
本
一
誕
禮
』
に
は
「
江
齋
呉
穆
齋
為
夢
榴
主
人
代
繕
浄
本

於
武
林
之
九
曲
郷
」
と
あ
り
、
『
日
本
一
議
禮
』
の
原
稿
を
清
書
し
た
人
物
で
あ
る
。
「
江

富
(
寧
)
」
は
李
濱
の
出
身
地
上
元
の
近
隣
で
あ
り
、
呉
穆
斎
は
李
濱
の
旧
知
で
あ
ろ
う
が
、

経
歴
は
未
詳
で
あ
る
。

②
村
瀬
藍
水

名
は
緒
、
字
は
彫
弓
号
は
藍
水
通
称
は
岸
太
郎
。
文
久
元
年
(
一
八
六
一
)
美
濃

市
吉
川
町
に
文
人
画
家
と
し
て
知
ら
れ
た
村
瀬
雪
峡
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

父
の
死
後
十
九
歳
で
名
古
屋
東
京
に
出
て
漢
学
を
学
ぶ
。
し
か
し
、
従
来
抱
い
て

い
た
画
家
と
な
る
志
を
遂
げ
る
た
め
、
明
治
十
九
年
(
一
八
八
六
)
五
月
、
清
国
上
海
に

渡
っ
た
。
上
海
で
は
本
願
寺
別
院
の
支
援
を
得
て
、
そ
の
後
杭
州
に
赴
き
、
さ
ら
に
蘇
州
.

天
台
山
な
ど
の
江
漸
一
帯
さ
ら
に
長
江
を
遡
っ
て
漢
口
ヘ
と
旅
を
し
た
。
明
治
二
十
二

年
(
一
八
八
九
)
故
郷
の
美
濃
に
帰
り
、
一
年
足
ら
ず
し
て
中
央
画
壇
を
目
指
し
て
上
京

し
た
。
し
か
し
、
病
を
得
て
明
治
一
十
五
年
(
一
八
九
二
)
、
三
十
一
歳
で
没
し
た
0

@
村
瀬
豆
洲

名
は
皓
、
字
は
白
石
、
豆
洲
は
号
で
あ
る
。
天
保
元
年
(
一
八
三
0
)
、
堀
田
家
に
生

ま
れ
た
。
十
五
歳
の
と
き
村
瀬
立
斎
(
村
瀬
藍
水
の
祖
父
秋
水
の
兄
)
に
医
術
を
学
び
、

立
斎
が
没
す
る
と
そ
の
義
子
益
斎
に
学
ん
だ
。
益
斎
が
没
す
る
と
、
そ
の
子
が
幼
少
の
た

め
、
益
斎
の
娘
婿
と
な
っ
て
村
瀬
氏
を
名
乗
り
、
立
斎
と
号
し
た
。
慶
應
二
年
、
尾
張
藩

主
に
謁
見
明
治
二
年
に
医
官
と
な
り
、
さ
ら
に
侍
医
と
な
っ
て
藩
主
の
傍
に
あ
っ
た
0

明
治
十
年
、
益
斎
の
実
子
立
庵
に
家
を
譲
り
、
豆
洲
と
称
し
た
。

そ
の
後
病
の
た
め
皇
室
の
尚
薬
と
な
る
命
を
辞
退
し
て
い
た
が
、
明
治
二
十
一
午

緊
急
の
命
に
よ
り
上
京
し
明
治
天
皇
の
第
四
皇
子
昭
宮
を
診
察
し
、
さ
ら
に
第
六
皇
女
常

宮
の
尚
薬
と
な
っ
た
。
皇
室
の
侍
医
が
尚
薬
を
西
洋
医
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
辞
職
し
、
名
古
屋
に
戻
っ
て
詩
文
書
画
に
遊
び
、
明
治
三
十
八
年
(
一
九
0
五
)

没
し
た
。

④
松
尾
宗
五

松
尾
宗
五
は
、
弘
化
四
年
(
一
八
四
七
)
生
ま
れ
で
、
幼
名
を
五
百
太
郎
元
服
し
て

重
遠
と
名
乗
り
、
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
に
剃
髪
し
て
宗
五
と
称
し
た
。
宗
五
は
幕
末

の
動
乱
期
に
松
尾
流
が
京
都
か
ら
名
古
屋
に
居
を
移
し
た
時
の
家
元
で
、
茶
席
や
庭
園
に

造
詣
が
深
く
、
和
歌
に
も
通
じ
て
い
た
。
明
治
二
十
一
年
(
一
ハ
ハ
ハ
)
三
月
二
十
二
貝

四
十
二
歳
で
没
し
た
。

[
参
考
論
文
・
文
献
]

市
原
三
三
「
曲
園
兪
椒
と
村
瀬
藍
k
 
曲
園
の
書
を
御
存
知
あ
り
ま
せ
ん
か
」
(
岐
阜
県
文
化
財
保
護

協
会
『
濃
飛
の
文
化
財
九
号
所
収
)

市
原
三
三
「
百
年
前
の
中
国
(
清
国
漸
江
省
)
見
聞
記
1
若
き
日
本
人
画
家
の
害
信
よ
り
」
(
同
上

三
言
ぢ
所
収
)

小
出
平
四
郎
『
松
尾
流
茶
儀
指
掌
』
前
編
(
百
架
堂
書
店
一
九
0
七
年
発
行
、
一
九
二
九
年
増
訂
五
版
)

小
出
平
四
郎
『
松
尾
流
茶
儀
指
掌
』
続
編
(
百
架
堂
書
店
一
九
0
七
年
発
行
、
一
九
三
二
年
増
訂
三
版
)

太
平
天
国
歴
史
博
物
館
編
『
中
興
別
記
』
(
『
太
平
天
国
資
料
睡
編
』
第
二
冊
下
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
)

名
古
屋
市
役
所
編
『
名
古
屋
市
史
・
人
物
編
(
川
瀬
書
店
一
九
四
年
)

塑
茎
孫
等
纂
修
江
蘇
省
地
方
誌
編
纂
委
員
会
弁
公
室
点
校
整
理
江
蘇
省
通
志
稿
人
物
志
(
江
蘇
古

籍
出
版
社
一
九
九
八
年
)

松
尾
宗
倫
『
一
余
の
湯
松
尾
流
』
(
主
婦
の
友
社
一
九
七
九
年
)

美
濃
市
編
『
美
濃
市
史
』
通
史
編
(
美
濃
市
一
九
七
九
年
)

矢
数
道
明
「
明
治
漢
方
三
大
家
の
一
人
村
瀬
豆
洲
の
生
涯
」
(
大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明
編
『
近
世
漢
方
医

学
書
集
成
六
0
』
日
本
写
真
製
版
社
、
一
九
八
一
年
所
収
)
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①
原
書
は
古
字
、
纂
字
、
通
仮
字
な
ど
を
多
用
し
て
お
り
読
み
づ
ら
い
。
こ
の
た
め
、

本
稿
で
は
参
照
の
便
を
考
慮
し
、
先
の
諸
字
体
や
旧
字
体
の
右
側
に
、
現
在
用
い
ら

れ
る
字
、
あ
る
い
は
意
味
の
通
じ
る
字
を
、
主
に
常
用
字
体
で
附
し
た
。

②
原
書
は
冒
頭
の
茶
の
栽
培
、
茶
道
の
歴
史
茶
会
の
概
要
を
記
し
た
段
落
以
外
、
す

べ
て
句
読
点
が
記
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
原
書
の
ま
ま
と
し
た
。
ま
た
、
冒
頭
の

句
読
点
が
無
い
段
落
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
適
宜
句
蓉
芝
附
し
た
。
但
し
、
原

書
は
句
点
と
読
点
を
区
別
せ
ず
、
す
べ
て
丸
を
用
い
て
い
る
た
め
、
本
稿
も
こ
れ
に

従
っ
た
。

③
本
稿
で
は
参
照
の
便
を
考
慮
し
、
適
宜
改
行
を
加
え
た
。

④
原
書
の
明
ら
か
な
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
の
訂
正
一
部
の
通
仮
字
の
説
明
、
書

名
の
成
立
年
代
と
著
者
は
注
釈
に
記
し
た
。

⑤
原
書
の
「
一
誕
圖
」
八
図
は
本
文
と
後
叙
の
間
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、

末
尾
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た
。
ま
た
、
図
中
の
文
字
は
異
字
と
常
用
字
体
を
併
記
す

る
と
見
づ
ら
い
た
め
、
す
べ
て
常
用
字
体
に
統
一
し
た
。

五
『
日
本
一
誕
禮
』
本
文

日
本
葉
譜
一
香

宴
礼

賜
挽
茶
。
又
田
粉
茶
。
皆
古
之
所
調
黙
茶
也
。

栄
西
禅

!
}

1

伝

来
遊

明
朱

西

時
建
仁
寺
開
祖
榮
勗
禪
師
及
朋
榮
⑥
上
人
來
游
。
亦
尋
種
朗
傳
。
植
勗
京
栂
尾
山
後
。

国
邦
産

邦
採

煎
づ

又
稙
山
城
國
宇
治
。
於
是
矩
中
産
茶
益
盛
。
宇
治
尤
為
第
一
。
而
彼
揖
譜
之
精
。
一
熨
亨

n
h
 
r
1
、

削
明

之
工
。
器
具
之
葡
。
一
取
盛
於
中
國
持
朋
時
也
。

僧
修

転

会

禅

与

1

當
時
彼
之
高
僧
靭
脩
茶
會
禮
儀
。
與
士
大
夫
轉
相
受
授
。
有
一
休
禪
師
漉
弟
珠
光
者

変

尽
筈
尽

史

礼
既

畳
半

明

゛

声

叟
損
益
燮
通
。
盡
誰
盡
美
。
因
方
丈
設
四
疉
半
席
。
習
禮
既
成
。
聲
名
揚
溢
。
文
朋
十
一

午

将

[
リ

政
退

西

午

明

季
。
將
軍
足
利
義
政
復
居
局
京
東
山
。
驍
慈
照
院
東
山
公
。
時
朋
憲
宗
成
化
十
四
季
也
。

打
片
礼
載
故
邦

其
友
熊
⑦
阿
彌
。
相
阿
彌
薦
召
珠
光
授
禮
。
彼
之
筆
諸
載
記
。
班
班
可
考
者
如
此
。
故
廻

称

衰

中
有
茶
人
之
稱
。
推
田
宗
匠
。
師
承
不
絶
。
塾
而
為
弟
子
者
至
今
不
哀
。

会

1

力

別

炉

謝

炉

會
有
盧
茶
。
風
盧
茶
之
《
。
春
正
月
二
月
冬
十
月
十
二
月
。
半
席
間
設
地
盧
。
謂
之
盧

会

改

炉

会

茶
金
白
。
三
月
及
夏
秋
。
改
設
風
盧
於
主
席
右
。
謂
之
風
盧
茶
金
白
。

会

ハ
人

炉
会

以

会
以

会

以

會
之
日
。
朝
莫
⑧
無
定
時
。
唯
風
盧
會
不
目
夜
。
凡
會
目
午
為
正
。
正
會
目
五
賓
為
度
。

候
点
濃
仏
飲
衆
点
腕
礼

先
酒
饌
。
次
粉
姿
。
熟
醍
茶
傳
歓
。
累
賓
進
乾
果
子
。
分
黙
薄
茶
。
賓
各
一
盤
。
禮
畢
。

以

腹
実

飲

国

酒
食
相
兼
者
。
目
茶
性
消
解
腰
實
而
後
歓
也
。
夫
一
鴛
我
士
嘉
木
。
凡
四
商
之
國
。
時
令

抗
肝
頼
以
摂
 
1
!
1
 
最
採
習
飲
法

亢
炎
咳
⑨
暗
腔
擅
。
莫
不
頼
昌
調
攝
。
唯
日
本
尋
之
取
先
。
{
采
性
味
。
習
歓
漉
。
尤
重
其
物
。

以
礼

修

衆

1

退
拝
譲

.
島
対

而
脩
之
目
禮
。
當
其
設
席
序
位
。
賓
敬
主
。
恭
進
復
捧
讓
之
儀
。
應
對
受
授
之
度
。
凡
累

以
胡

甜
粛

之
動
不
失
其
亙
。
艶
齢
肅
肅
可
目
觀
馬
。

工

候

前

礼
許

明

点

一
誕
指
一
日
。
主
人
省
茶
器
。
治
酒
饌
。
告
期
於
賓
家
。
賓
禮
酔
。
許
朋
日
。
主
人
禦

懸
装

床

炉

画

,

沸

茶
室
躰
。
壁
縣
奘
背
古
書
晝
軸
。
藝
炭
於
盧
。
安
五
徳
加
釜
。
注
水
湯
欝
。
蓋
偏
合
池
釜

帶
以

無气
。
整
襟
束
帶
目
挨
。

衆

鉢
盟
嚇

リ

這

駅
賓
至
。
就
庭
隅
洗
手
鉢
盟
嘩
。
主
人
出
迎
歩
廊
。
讓
賓
先
入
賓
戸
。
賓
去
履
入
室
。

拝

拝

称

謝

主
人
去
履
後
入
。
捧
辱
賓
。
皆
答
捧
。
膽
賞
縣
軸
。
稱
嘉
。
主
人
識
。
請
賓
就
席
。
賓

'
以
"
昇
向
端
西
面
余

鄭
。
主
人
固
請
。
賓
目
炊
就
席
。
長
渚
升
南
郷
席
。
坐
上
詩
局
圓
四
其
餘
四
賓
皆
就
東
席
。

列

西
面

冽
坐
局
圓
。

西
面
豁
干
以

主
人
就
勗
席
東
圓
坐
。
告
取
器
。
捧
不
及
手
。
風
<
。
入
主
戸
。
至
勝
手
。
賓
皆
正
容
目
挨
。

羽
笘
笘
炉
右
器

主
人
先
出
炭
籠
釜
敷
。
二
環
三
羽
。
火
桾
加
籠
上
。
比
楮
承
香
合
血
。
置
盧
弌
。
次
出
友
器

一
判
仏
僧
来
逸
携
以
帰
栽

日
本
其
先
怨
茶
。
掲
人
相
傳
。
唐
時
有
僧
和
游
。
擔
目
歸
。
續
日
本
記
U
云
。
嶬
口
峨

弘

年

幸
江
国

僧

以
献
逗

L

天
皇
弘
仁
六
季
四
月
率
近
沍
國
辛
崎
③
時
。
崇
福
寺
僧
永
中
璽
余
目
獻
。
詐
之
。
茶
令
諸

迅
栖

年

邦

'

ι

遣
植
茶
。
時
憲
宗
元
和
十
季
也
。
蓋
其
時
彼
掲
已
有
茶
種
。
永
忠
尤
痛
識
亨
試
之
鴻
。
海

藻

」
ナ
凹

会

」

士
口

1

¥

人
藻
芥
④
云
。
古
替
宮
中
有
挽
茶
節
金
白
。
奥
義
紗
⑤
云
。
瞥
宮
中
令
累
僧
調
大
般
一
轟
。

1

ι

上
元
李
頻
古
溜
謂
漁
撰
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勺
在
中
0
 
坐
合
釜
葢
。
取
三
勢
置
盧
商
。
弌
手
取
咽
環
授
ナ
手
。
弌
手
取
香
盆
火
樒
。
比

三
和
置
席
下
0
 
嵩
剛
手
分
縣
環
釜
耳
。
ヤ
手
取
釜
敷
。
授
力
手
置
席
ナ
。
兩
手
提
環
達
釜

左

其
上
。
解
環
置
釜
ナ
。
、
ー

取
三
羽
掃
盧
縁
。
目
,
楮
筬
火
。
後
楮
籠
上
取
勺
。
振
淫
友
漉
盧
中
。
再
掃
如
寿
。
目
梧

益
刀
炭
0
 
枝
炭
盧
中
。
宴
楮
Ξ
掃
。
后
盆
被
香
於
盧
。
賓
請
視
合
血
。
主
人
餘
而
進
。
兄
尊

伝
観

以

啓

席
者
謹
啓
。
目
次
傳
觀
。

主
人
取
環
復
釜
。
解
内
籠
中
。
次
内
釜
敷
。
三
羽
先
糞
友
器
。
入
勝
手
。
次
鍔
炭
籠

反
席
跳
0
 
取
坐
箒
掃
紗
器
處
。
入
勝
手
。
取
和
巾
侃
櫛
ナ
反
席
坐
。
型
巾
餘
盧
。
繍
釜
葢

称

尊
席
。
賓
反
合
血
。
主
人
咸
稱
嘉
。

主
人
撤
徹
力
0
 
入
勝
手
。
目
次
出
折
膳
郵
。
跳
進
賓
拘
。
主
人
自
設
一
具
。
次
出
飯
櫃
勺

盤
0
 
賓
清
受
授
末
席
。
賓
傳
至
尊
席
。
眉
櫃
取
勺
斡
飯
於
盤
。
擅
至
席
末
買
折
敷
膳
六
。

主
人
腕
奉
通
盆
。
請
更
汁
。
盤
入
勝
手
。
温
汁
出
。
跳
復
霊
折
敷
膳
。
反
席
坐
。
延
賓
飲

考

汁
食
椴
。

半
泰
以
佑
酋

賓
飯
數
0
 
主
人
入
勝
手
。
取
銚
杯
莫
半
席
中
跳
。
注
酒
奉
杯
。
目
次
進
賓
。
賓
類
省
受

而
歓
0
 
主
人
燮
飯
櫃
。
昌
通
盆
奉
盛
菜
霊
。
出
跳
。
目
次
隣
折
敷
膳
。
反
席
坐
。
酬
酔
有
度
。

主
人
興
0
 
入
勝
手
。
奉
燒
物
鉢
香
物
鉢
。
出
跳
。
肖
ψ
半
席
中
。
取
竹
楮
分
各
物
於
楪
。

、
,
甘
+

目
次
進
賓
0
 
再
出
飯
櫃
。
更
温
酒
授
賓
歓
。
勸
主
人
事
賓
有
間
。
先
告
飯
數
。
目
通
盆
奉

吸
物
盤
0
 
出
跳
。
 
E
1
.
次
厳
折
敷
膳
。
賓
各
反
盛
菜
霊
。
主
人
受
目
通
盆
。
僻
入
勝
手
。
ホ

}

繰

盛
合
盆
木
皿
。
出
萸
半
席
中
。
取
樒
分
魚
肉
読
菜
於
皿
。
目
次
隙
折
敷
膳
。
主
人
食
餘
。

賓
辧
醉
。
請
湯
。
主
人
入
勝
手
。
出
湯
桶
湯
勺
。
賓
皆
目
湯
涜
飯
。

食
數
。
各
出
裏
中
藏
紙
。
舗
飯
盤
。
禦
唇
。
内
紙
嚢
中
。
主
人
換
。

賓
皆
答
捧
。
燮
諸

q
 
、
ブ
,
 
1
 
H

器
入
勝
手
。
冒
通
盆
奉
銘
銘
盆
。
出
跳
。
目
次
進
賓
持
。

巻
蔵
懸

蒸
里
遊
納
歩
主
人
掃
席
。
巻
藏
縣
軸
。

賓
食
烝
食
職
。
告
出
。
游
於
庭
。
賓
主
皆
興
。
賓
内
履
歩
廊
。

更
生
蕃
笛
。
或
縣
躰
壁
。
或
隣
於
肱
。
出
水
指
置
席
上
。
揣
次
出
醍
茶
入
袋
。
置
少
後
。

近
押
屯
湯
欝
0
 
主
謂
賓
入
室
。
賓
趨
庭
隅
。
就
鉢
盟
激
。
去
履
。
歩
廊
入
虫
土
。
賞
蕃
御
嘉
。

謝

主
人
識
。

賓
皆
反
席
坐
0
 
主
人
入
勝
手
。
奉
茶
盤
出
。
削
茶
入
袋
後
。
近
席
後
郷
茶
巾
笂
匙
抽
盟

中
0
 
次
出
建
水
買
坐
弌
。
少
後
。
蓋
置
柱
中
。
柄
秒
加
口
。
主
人
坐
。
取
柄
秒
葢
置
買
席

1

山
門
{

上
。
揣
捧
。
賓
皆
答
捧
。

移
碗
前
,
帯
飾

主
人
達
茶
盤
茶
入
袋
近
坐
押
。
解
袋
出
茶
入
。
型
帶
間
和
巾
Ξ
餘
。
折
疉
有
容
飾
。
茶

入
買
席
上
0
 
弌
手
取
茶
匙
。
ナ
手
取
和
巾
三
鯆
。
加
茶
入
葢
上
。
和
巾
柱
ナ
手
。
弌
手
出

盤
中
茶
笂
買
茶
入
商
。
改
折
和
巾
。
弌
手
舗
水
指
葢
。
卒
飢
授
ナ
手
。
弌
手
取
盤
中
茶
巾

買
盧
郁
0
 
取
丙
朽
授
ナ
手
。
握
當
節
。
ヤ
手
目
和
巾
按
釜
鈿
眉
葢
買
。
葢
買
侃
巾
於
帶
。

授
丙
夕
0
 
弌
手
揖
湯
熔
盤
。
御
柄
棚
六
手
。
弌
手
合
釜
蓋
柄
秒
。
復
弌
手
置
葢
置
上
。
洗

笂
於
盤
0
復
笂
席
上
。
育
水
建
水
。
取
茶
巾
餘
盤
。
復
巾
盧
御
。
ヤ
手
執
匙
。
ナ
手
執
茶
入
。

弌
手
拳
無
名
指
小
指
挾
匙
。
三
指
店
茶
入
葢
置
盤
有
。
目
匙
撮
醍
茶
粉
柚
盤
中
。
合
葢
。

復
茶
入
女
處
0
 
匙
加
葢
上
。
弌
手
取
柄
朽
授
ナ
手
。
后
釜
葢
。
置
茶
。
置
後
柄
棚
。
弌
手

邑
易
注
霊
0
 
取
笂
撃
殆
0
一
朝
如
鬻
為
度
。
復
笂
席
上
。
型
和
巾
薦
盤
。
奉
進
賓
押
。
尻

尊
席
者
先
受
量
歓
。
弟
歓
至
末
席
。
適
轄
。
傳
覗
盤
。
暴
稱
嘉
。
主
人
識
。

帯
碗
消
拝
拝
右

先
受
者
薦
巾
反
主
人
。
主
人
侃
巾
於
帶
。
抱
湯
泌
盤
。
寿
建
水
。
捧
賓
皆
答
撫
。
弌
手

后
水
指
葢
0
 
側
倚
之
。
更
抱
水
洗
盤
。
及
笂
。
後
茶
巾
笂
匙
盤
中
。
先
型
和
巾
三
飾
足

口
押
儀
0
 
弌
手
執
丙
秒
。
抱
水
益
釜
。
三
把
中
度
。
授
柄
棚
六
手
。
弌
手
合
釜
葢
。
復
柄

勺

秒
。
弌
手
買
葢
置
上
。
即
合
水
指
葢
。
賓
請
視
茶
匙
茶
入
及
袋
。
主
人
横
柄
枳
建
水
口
。

達
葢
置
席
上
0
 
"
型
和
巾
鯱
茶
匙
茶
入
井
袋
。
進
半
席
中
如
寿
儀
。
主
人
弌
手
執
柄
杓
葢

置
0
 
ナ
手
執
建
水
燮
入
勝
手
。
茶
盤
水
指
目
炊
而
徹
力
。
反
席
。
賓
反
茶
入
及
袋
茶
足
稱
嘉
。

1
 
干
詞
拝
詞

主
人
瀕
。
整
袋
籍
茶
入
皆
僻
。
主
人
捧
主
戸
下
有
誓
。
賓
皆
答
捧
有
雪
一
。

主
人
出
煙
艸
盆
授
賓
吸
煙
。
少
息
。
再
出
炭
籠
。
増
益
盧
火
。
焚
香
倶
籠
如
揖
儀
。
候

、
沸
0
 
"
 
O
 
B
 
,
0
 
}
ヂ
,
 
K
旨
ハ
、
何
ハ
器
建
K
口
鄭
儀
。

釜
欝
0
 
主
人
入
勝
手
奉
乾
果
子
盆
出
。
跳
進
賓
揖
。
次
出
水
指
茶
盤
薄
茶
器
建
水
如
寿
儀
。

反
席
0
 
捧
0
 
賓
皆
答
捧
。
主
人
迄
茶
霊
薄
茶
器
近
坐
指
。
製
ω
和
巾
舗
薄
茶
器
葢
有
度
々

器
蓋
碗
庄
右
杓
左
右

書
二
字
0
 
次
飾
茶
匙
横
加
茶
器
葢
上
。
取
盤
中
笂
莫
席
ナ
。
弌
手
取
柄
秒
授
ナ
手
。
弌
手

啓
帯
碗
蓋
杓

取
和
巾
按
釜
鈿
后
蓋
置
。
蓋
置
侃
巾
於
帶
。
取
盤
中
茶
巾
置
釜
葢
柄
秒
。
後
弌
手
抱
湯
矯

霊
゛
0
 
洗
笂
育
K
建
K
。
取
茶
巾
鯆
盤
。
後
釜
葢
上
。
取
茶
匙
眉
薄
茶
器
。
掘
茶
粉
榔
盤
中
。
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執
柄
秒
抱
湯
注
盤
。
撃
拂
目
笶
。
手
容
如
醍
茶
儀
。

以

飾

J
興

譲

以
笘
挟

懐

居

将

茶
將
成
。
賓
讓
食
茶
食
。
尻
尊
席
者
出
裏
中
紙
。
目
櫓
夾
茶
食
永
紙
而
食
。
目
之
鯱
口
。

衆
イ

飲

熟

啓

欧

形

納
袖
内
褒
中
。
茶
孰
。
主
人
奉
進
受
歓
。
肩
水
指
葢
側
倚
之
。
累
賓
傳
食
受
歓
。
儀
如
一
。
主

険
需

拝

辞
謝

飲

碗

飲

人
自
歓
一
盟
。
賓
有
欲
歓
者
。
再
進
之
。
皆
辧
梯
。
則
泌
盤
寓
建
水
。
主
人
捧
。
賓
皆
答視

蓋

濃

増

拝捧
。
拒
水
洗
笂
於
盤
。
如
醜
茶
儀
。
三
抱
水
増
益
釜
中
。
合
水
指
葢
如
醍
茶
儀
。
賓
請
覗

拝

拝

撒

訟

以

前

器

薄
茶
器
。
授
受
如
揖
儀
。
主
人
鍔
諸
器
。
目
次
入
勝
手
。
反
席
。
捧
賓
皆
答
捧
。

事

納

辞

拝

納

以

歩

干
謝

賓
告
欝
。
捧
識
。
主
人
答
捧
。
賓
目
次
出
賓
戸
。
内
履
歩
廊
。
主
人
出
主
戸
。
内
履
捧

礼

拝

手

歩

送
歩
廊
。
賓
皆
答
捧
。
主
人
或
捧
送
出
庭
門
。
至
表
門
者
。
禮
加
謹
也
。

杓

苔

色

疉
半

工
ι
器

之
履
石
。
石
類
各
異
。
日
鞍
馬
及
御
景
者
。
色
諸
紫
易
生
落
。
日
任
夫
川
者
。
色
勳
而
砥
。斑

退

體

西

乗

辺

亦
可
為
碑
材
。
田
海
石
者
。
産
海
避
。
貝
棄
淳
伏
勗
⑬
於
石
。
淳
復
。
見
腰
合
不
奪
。
辨

駁
如
錦
。

撃
払
以

濃

色

茶
室
考

櫓

團

日
本
宮
室
之
制
。
口
大
木
四
莫
為
基
。
鑾
孔
立
柱
。
加
棟
承
橘
。
比
橡
覆
瓦
。
柱
間
横

以

飾
色

よ
1

敷

木
編
竹
。
表
裏
敷
泥
。
鯱
色
士
為
壁
。
其
淺
深
闊
陬
目
席
位
多
少
計
。

半

疉

四
疉
半
席
者
。
茶
室
之
制
也
。
席
長
六
尺
。
闊
半
之
。
四
席
口
布
中
室
。
布
半
席
三
尺
。

将
営

L

1

ネ

知
三
十
有
六
尺
也
。
曲
禮
⑫
云
。
君
子
將
營
宮
室
。
宗
廟
為
先
。
廐
庫
為
次
。
居
室
為
後
。

処

躬

邦

会

増

;;

彼
掲
尚
茶
制
禮
。
増
益
茶
室
於
居
室
萄
。
賓
非
召
會
不
入
。
主
亦
恨
息
不
處
。
躯
親
掃
除
。

列
左

、
、

属

不
屬
奴
僕
。
蓋
告
黎
之
誼
也
。
考
冽
ナ
。

以

無

湘

斗

床

数

數

当

室
後
出
檐
闊
數
尺
。
深
半
之
。
當
東
北
隅
曲
障
目
塘
。
鋪
版
高
數
寸
。
謂
之
林
。
應
足

処

前

飾

器

陳
列

杠
。
鯱
其
指
。
隣
冽
諸
古
玩
器
。
室
中
尊
處
也
。

数

室
中
立
木
鋪
版
。
去
地
尺
有
數
寸
。

在
西

在

戸
二
。
一
日
賓
戸
。
一
日
主
戸
。
賓
戸
狂
東
南
隅
。
主
戸
柱
局
南
隅
。
通
勝
手
。
勝
手

1

西

者
。
室
局
連
屋
。
貯
茶
議
器
。

前

粘

飾

障
子
設
指
檐
。
交
木
為
方
孔
。
瀦
紙
。
下
鯆
版
。
制
類
亮
隔
。

居

1

天
井
當
棟
中
。
交
方
木
為
之
。
如
井
幹
。
天
者
尻
上
誼
也
。
制
類
藻
井
。
1
舌

1
j

兩

'

埀

室
持
檐
有
歩
廊
。
右
設
版
楊
高
尺
許
。
揖
承
剛
足
。
後
惑
足
。
版
舌
壁
中
。
砿
足
而

以

処

居

要

居尻
。
謂
之
與
挫
。
或
設
於
東
壁
下
。
覆
目
版
檐
。
尻
賓
挨
主
處
也
。

'
修

曇

謂

啓

以

苔
飾

」

謂

庭
燎
目
煩
一
。
后
門
謂
之
庭
門
。
植
樹
蒔
善
。
疉
石
磐
泉
。
種
落
鯱
地
。
引
歩
有
石
。

一
烹
器
考

以
来

来
遊
携
帰

{

ι

'

替
者
茶
器
流
傅
日
本
。
自
唐
宋
目
來
。
彼
矩
人
士
來
游
擶
編
。
及
購
諸
行
賣
者
。
往
往

朝
蔵

得
台

倉

応
国

来

多
佳
製
。
彼
大
應
國
師
⑭
宋
時
來
揚
州
金
山
寺
。
尋
臺
子
一
幅
。
歸
威
相
州
鎌
倉
建
長
寺
。

1
}

得
台

雜

法

帰

柳

国

来

又
有
南
浦
國
師
來
為
經
山
虚
堂
禪
師
⑮
漉
嗣
。
及
需
。
亦
尋
臺
子
棚
一
幅
。
此
其
尋
茶
器
。

載

見
諸
彼
載
記
最
古
者
。

貝

t

載
収

器

陳
炉

強

兩

台臺
子
之
制
。
四
柱
承
覆
剛
版
高
二
尺
張
。
臓
盧
釜
諸
器
。
王
友
石
普
四
載
收
貯
茶
具"

器

台

H

Z
物
。
田
器
局
。
編
竹
為
之
。
形
如
方
箱
。
臺
子
者
。
亦
其
類
也
。
一
靈
諸
器
。
凡
盗
屬

豊

開

年
前

焼

者
卑
貝
。
尚
中
士
鈞
汝
哥
官
諸
窯
。
次
則
取
資
高
麗
交
趾
燒
造
者
。
彼
三
百
季
指
。
豐
太
閣

云

世

漆
属

衆
楽
跡

訓
楽
焼
器

器

焼

西

燒
造
茶
器
於
局
京
駅
樂
迹
⑰
者
謂
樂
燒
器
。
至
今
傳
二
十
由
。
業
者
不
絶
。
黍
屬
者
尤
良
。

飾

填

L

頗
自
重
其
技
。
或
木
質
。
或
友
骨
。
髪
之
鞄
之
。
戲
金
襄
一
米
。
埴
寂
鯱
目
<
。
肖
諸
物
態
。

四
疉
半
席
考

兩
端

半

.
弓
"

'

室
中
席
織
蒲
為
之
。
薦
乾
稻
長
六
尺
。
闊
半
之
。
剛
揣
折
縫
席
餘
指
後
純
元
帛
。
高
寸

単
巻
釈
無

五
分
。
歩
廊
席
織
荏
為
之
。
單
席
也
。
可
巻
可
釋
。
癖
純
。
或
蒲
為
之
。
有
純
。
癖
薦
。

列
左

尺
寸
度
地
為
之
。
室
中
四
席
又
半
。
布
設
尊
卑
之
度
。
考
冽
ナ
。

端
属

端
属
餉

前
端

南
席
横
布
"
木
拘
。
上
揣
抵
東
壁
東
席
上
謝
屬
其
拷
。
純
ナ
半
。
北
席
上
揣
屬
東
席

周
匝

属

左

端

端

左

拷
。
純
ナ
半
。
局
席
下
謝
屬
北
席
揖
。
純
ナ
半
。
上
揣
則
屬
南
席
後
。
純
剣
市
錯
合
。
中

西
面

端
西
面

室
置
半
席
。
南
席
最
尊
。
賓
位
一
坐
。
近
上
謝
局
圓
。
東
席
賓
位
四
。
亦
局
回
。
北
席
不

以
故
由
西
面
会

曲
禮
云
。

坐
賓
。
目
直
主
戸
。
故
出
入
所
箭
也
。
主
位
局
席
東
回
。
此
五
賓
正
會
之
位
也
。

会

酢
居
羣
尻
五
人
。
則
長
者
必
異
席
。
正
會
設
位
。
有
示
尊
誼
也
。

炉
乗

戯
西

会會
於
冬
。
則
半
席
曲
戡
一
条
。
界
合
圖
。
北
席
者
。
損
四
之
一
。
鑾
版
如
度
下
盧
衰
釜
。

戡

改

炉

右
以

怖

会會
於
夏
易
風
盧
。
置
主
席
。
弌
目
版
挨
穿
改
布
。
不
戡
用
席
。
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神
均
生
動
。
至
於
聾
玩
之
物
。
左
茶
會
者
。
中
土
古
器
。
與
彼
之
所
作
者
兼
尚
也
。
夫
會

前
礼

器

彩

礼

明

之
始
終
。
差
次
品
物
。
既
精
且
宗
。
記
云
。
行
禮
者
先
朋
器
之
用
。
器
葡
而
禮
克
成
馬
。

列
左

考
冽
ナ
。

デ

る

1

冬
盧
。
笵
泥
為
之
。
形
方
。
置
半
席
。
版
穿
中
。
尺
寸
如
其
度
。
高
齊
版
。
加
木
口
0

鉄

.
、

昂

乗
舮

五
徳
。
棄
盧
釜
也
。
鐵
為
環
。
印
出
三
足
。

邦
年
牙

飾

1
1

鉄

釜
。
冶
鐵
為
之
。
鯆
山
雲
露
文
。
或
純
素
。
銘
彼
矩
季
賊
。
古
匠
作
名
氏
者
為
貴
。
其

左
右

』
り
径

蓋

円
掩

円

形
圖
挽
。
上
葢
有
鈿
。
或
圖
足
。
或
瓢
足
。
高
尺
許
。
腰
徑
同
。
ナ
弌
有
耳
。
提
環
二
。

属

環
交
口
不
屬
。
可
解
。
敷
陽
陸
味

釜
敷
。
薦
釜
底
也
。
或
規
版
。
或
竹
編
。
或
蟠
簾
。
即
睦
鴛
之
交
躰
也
。

床

以

又
」

蓋
竹
磁

蓋葢
置
。
承
釜
葢
也
。
叫
銅
奇
為
之
不
一
。
其
質
高
寸
許
。
徑
六
七
分
。
或
代
目
墨
躰
。

蓋

仰

許
次
好
茶
耀
四
本
。
滄
時
壺
葢
必
印
置
。

誼

蓋

漆
Π

磁盗
孟
勿
覆
案
上
。
黍
气
食
气
皆
能
殿
茶
。
葢
置
亦
其
頡
也
。

父
上

艘
径

強

円
艘

鉄

炉

q
古暑

風
盧
。
夏
器
也
。
質
或
銅
或
鐵
。
圓
腰
短
頸
。
高
尺
強
。
腰
徑
八
九
寸
。
口
徑
五
六
寸
。

艘

艘
左
右

腰
ナ
弌
耳
。
三
足
。
履
設
二
圓
。

父
土

漆

磁

水
指
。
貯
水
也
。
或
銅
甃
。
或
木
而
黍
。
形
類
築
。
高
尺
許
。

有
葢
。

徑
五
六
寸
。

必

首

首

裁

杓

柄
朽
。
抱
水
也
。
省
柄
戡
竹
為
之
。
省
深
寸
五
分
。

有
安
柄
。
長
尺
有
數
寸
。

0

イ
、

側

砂
。
當
如
劔
巫
月
。
則
撃
拂
雛
過
。
而
浮
沫
不
生
。

凧
欧
器
轄
籍
筒
険
浅

盤
。
畝
器
總
名
也
。
形
質
多
口
叩
。
冬
尚
深
。
湯
或
遅
羚
。
謂
之
笛
茶
盤
。
夏
尚
淺
。
湯

飲

器

濃

'

鳥
 
1

气
易
椒
。
謂
之
平
茶
盤
。
醍
茶
賓
主
同
一
器
。
薄
茶
或
二
器
分
散
。

畍
台
飾
漆
 
9

天
目
茶
盤
。
天
目
山
所
制
。
有
声
至
。
木
質
餘
黍
目
ハ
。
供
尊
顯
之
賓
始
用
。
演
繁
露
.
云
。

霊

茶
珪
之
声
至
。
始
於
唐
罰
相
崔
室
女
。

円
駛

径
称

数

磁

f
1

建
水
。
爲
水
也
。
銅
姿
沙
皆
可
為
之
。
高
數
寸
。
徑
稱
之
。
形
或
類
桶
。
或
圓
脹
短
頸
。

盖

庄
経
鮭
經
楸
木
緜
方
。
又
田
津
方
。
葢
類
此
也
。

飲
器

一
余
巾
。
拭
歓
器
也
。
長
尺
。
闊
半
之
。

塩

炉

広

蓋

和
巾
。
拭
茶
入
。
茶
匙
。
釜
葢
。
盧
縁
也
。
袷
紬
為
之
。
方
廣
尺
許
。
紬
名
鹽
瀬
。
又

乱

色

羽

名
羽
二
重
。
表
裏
紫
茶
色
。
彼
俗
謂
幅
沙
⑫
。

哉

数

径

円

割

炭
籠
。
或
編
簾
。
或
織
竹
。
形
方
圓
不
一
。
高
薮
寸
。
徑
尺
有
數
寸
。
戡
炭
寸
許
至

枝

卜
全

胡

二
Ξ
寸
者
。
謂
乙
切
炭
。
有
指
枳
者
。
謂
之
支
炭
。
戲
石
友
燥
之
。
副
切
炭
。
趣
火
鋲
。

数

箸

鍬

火
槽
。
鐵
質
。
長
尺
有
薮
寸
。
冬
安
木
柄
。
或
裏
竹
皮
。

.

羽

炉
ι

曇

羽

」

三
羽
。
揚
火
掃
盧
縁
也
。
疉
垤
Ξ
羽
。
鶴
鷹
鷲
野
雁
青
、
.
羽
皆
可
為
之
。
篝
裏
羽
本
。

糸

纏
絲
為
柄
。

羽

羽

坐
箒
。
掃
席
也
。
亦
羽
為
之
。
比
三
羽
微
大
。

焼

径

磁

器

湿

友
器
。
貯
淫
友
盆
也
。
或
銅
或
姿
。
高
Ξ
寸
許
。
徑
六
七
寸
。
形
如
洗
。
炭
燒
久
友
厚
。

湿

以目
友
匙
撮
淫
友
漉
而
消
之
。
誘
達
火
力
。

数

i

友
匙
。
長
薮
寸
。
金
省
木
柄
。

磁

゛

濠

醍

香
合
血
。
形
質
多
口
叩
。
視
時
<
マ
而
更
。
夏
用
鬚
黍
。
及
柔
木
文
竹
。
冬
用
姿
。
夏
香
用
白

蕭

史

檀
及
薫
香
。
冬
用
煉
香
。

以
恬
祉

.
冒

強

断

i
寺

華蕃
生
笛
。
断
竹
為
之
。
尚
多
節
。
長
尺
張
。
刎
口
於
商
。
或
一
或
二
。
用
目
詣
善
。
背

華

円
器

懸
床

昆

穿
孔
縣
躰
壁
柱
。
或
隣
於
躰
。
或
織
竹
為
方
圖
器
。
中
買
竹
笛
。
貯
水
畜
善
。

鉢

数

、
"

顛

円
径
数

鉢

洗
手
鉢
。
石
質
。
高
尺
張
。
或
二
三
尺
。
圓
徑
數
寸
。
鑾
其
顛
。
深
數
寸
。
如
鉢
形
。

噺

以

磁

或
姿
銅
為
之
。
用
目
盟
嫩
。
設
庭
隅
。

リ

1

数

数
雨
祈
端

杉

楮
。
削
樹
木
為
之
。
長
数
寸
。
咽
槽
糒
微
連
不
折
。
用
時
分
之
。
再
食
則
叟
。

会

{

、
ー
,
一

与

雅
払

剣
件

゛
1
b

左

n
少

会

処

節
約
其
中
。
志
手
持
處
。

修
駛

磁

杓

杓

秒
立
。
詣
柄
杓
也
。
或
銅
或
姿
。
修
腹
弛
口
。
形
如
尊
。

磁

彩

修
駿

濃

濃醍
茶
入
。
貯
味
醸
之
粉
茶
也
。
俺
質
釉
尚
勳
及
白
地
主
旦
米
。
修
腫
平
足
。
短
頸
小
口
。嚢

強
艘
径
強
以
蓋
飾
漆

高
二
寸
張
。
履
徑
寸
張
。
或
目
紫
沙
泥
為
之
。
有
葢
。
或
用
木
鯱
黍
。
或
殊
牙
朝
錦
。

口
紐
結
。

本

痘

色

器

「
Π

薄
茶
器
。
貯
味
薄
之
粉
茶
也
。
寸
尺
差
小
醸
茶
入
。
木
質
而
黍
。
色
尚
退
光
黒
棗
兒

紅

飢

紅
。
間
餓
金
目
ハ
。

径

器

強

蓋

q
b暑

平
茶
器
。
亦
薄
茶
器
也
。
徑
二
寸
。
高
寸
彊
。
葢
高
平
分
。

数

撮

匙
。
撮
茶
粉
也
。
竹
木
牙
皆
可
為
之
。
長
薮
寸
。

糸
総
数
故
)
ー

笂
。
解
竹
如
絲
。
總
綴
於
柄
。
長
數
寸
。
柄
半
之
。
大
觀
茶
魂
本
。
本
欲
壯
而
末
必
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向
。
實
魚
盗
。
質
形
同
樂
。

飾
漆

n

碗

醤
葵

メ

汁
盤
。
實
魚
菜
醤
粥
。
刻
木
鯱
黍
。
飯
盤
製
同
。

列
盤
碗

數

飾
漆

宜
上

敷

円

折
敷
膳
。
承
冽
渠
盤
也
。
木
質
舗
黍
。
或
圓
或
方
。
徑
尺
數
寸
。
直
唇
高
寸
弱
。
人
各

笘

碗
在
右

碗

在

H

左

一
具
。
汁
盤
在
弌
。
飯
盤
在
ナ
。
向
柱
指
。
楮
横
冽
於
後
。

飾
漆

詮

円

飯
櫃
。
飯
勺
。
皆
木
質
。
餓
黍
。
櫃
形
圓
有
葢
。

鉄

数

貯
酒
也
。
或
銅
或
鐵
。
長
味
。
提
梁
。
{
谷
數
合
。

銚
。
杯
。
形
質
多
口
叩
。

器

飾
擦

碗

1

盛
菜
盤
。
實
時
着
。
木
質
鯆
黍
。
賓
主
各
一
器
。

佐
以

以

盤

鉢

径

灸

磁

焼燒
物
鉢
。
盛
実
魚
。
或
銅
或
姿
。
深
寸
許
。
徑
尺
弱
。
承
目
方
架
。
進
左
目
楪
。

磁

箸

鉢

佐

塩

鉢

香
物
鉢
。
盛
鹽
漬
瓜
菜
。
多
姿
質
。
比
燒
物
鉢
小
而
深
。
左
以
小
楪
。
分
用
木
槽
。

碗

飾
讓

併
蓋

強

蓋

葵

器

吸
物
盤
。
彌
器
也
。
木
質
鯆
黍
。
弛
口
斂
足
。
葢
隆
起
如
覆
孟
。
併
葢
高
二
寸
強
。
ロ

器

冨
土徑
三
寸
彊
。
賓
各
一
器
。

飾

3

菜

素

杉

盛
合
盆
。
合
盛
魚
肉
疏
菜
。
樹
木
為
之
。
柔
而
不
鯱
。
形
方
類
折
敷
膳
而
小
。
又
謂
之

以

称

列

八
寸
。
目
形
稱
也
。
横
冽
竹
樒
盆
口
。
分
食
物
於
木
皿
。

飾
漆

暑

木
皿
。
鯱
黍
。
形
如
小
楪
。
賓
主
各
一
器
。

焼

衝
濠

嘴

蓋

散

粥

焼

湯
桶
。
貯
燒
米
湯
。
木
質
鯆
黍
。
有
葢
。
有
墾
。
有
括
。
容
升
許
。
燒
米
者
。
鬻
米
敲

畝

入
湯
中
。
歓
穀
之
馨
也
。
暹
伽
湯
有
勺
。
質
同
。
長
尺
弱
。

以

数

実
麺

雑

銘
銘
盆
。
實
米
獅
蒸
食
。
形
製
多
口
叩
。
大
不
過
數
寸
。
蒸
食
者
目
米
奨
葛
粉
和
飴
雜
豆

麺
蛮

伎

蜜

円

為
之
。
形
或
圖
或
方
。
類
松
漠
紀
聞
⑳
顯
膏
之
制
。
又
起
新
為
塗
首
。
餌
用
赤
豆
糖
霜
。

器

同
盛
於
盆
。
賓
主
各
一
器
。

飾
漆

実

又
土

X

乾
果
子
盆
。
賓
米
麥
茶
食
。
木
質
鯆
黍
。
深
寸
弱
。
徑
六
七
寸
。

経

以

色

華

麦
磨

茶
食
者
。
目
米
麥
碑
糠
。
和
飴
染
色
。
肖
蕃
十
升
竹
葉
珍
禽
。
類
食
鴛
門
釘
之
制
。
賓

器

主
同
器
。

幸
以

飾
漆

宜
」

徹

通
盆
。
主
人
奉
目
進
燮
諸
物
也
。
木
質
鯆
黍
。
深
六
七
分
。
直
唇
。
徑
尺
弱
。

煙

飾
漆

苛

,
厨
突

器

納

煙
艸
盆
。
盛
吸
烟
諸
物
器
也
。
木
質
飾
黍
。
形
如
方
桔
。
或
提
梁
。
或
明
有
有
穿
。
内

ι
1
 
凄

鉢

首

飾

数

数

指
盆
盛
銅
火
鉢
竹
唾
壺
煙
艸
黍
橿
煙
管
數
支
。
管
長
數
寸
。
省
冒
銅
長
管
之
半
。
尾
舗
銅

フ

遂
"

磁

国

海
京

後
敘
。
光
緒
十
二
柔
春
。
日
本
岐
自
縣
美
濃
國
村
瀬
藍
水
奉
勲
浮
海
來
上
海
。
呈
關

遊

商
歴
例

以

監
督
。
目
通
商
遊
應
。
倒
給
護
照
。
游
漸
江
。
登
天
台
。

来

遂
与

斗

宴
礼

明
年

ナ

朋
季
秋
八
月
來
蘇
州
。
時
余
亦
旅
此
。
球
與
締
交
。
尋
聞
彼
処
尚
茶
堪
謹
重
師
承
。

属

L

展
転

珂

習

ネ

通
習
者
琥
茶
人
。
屡
轉
授
受
。
而
未
筆
於
晝
余
嘉
其
好
禮
。
擬
為
編
輯
。
屬
藍
水
致
書

微

従

器

井
図

從
兄
徴
君
旦
洲
。
索
茶
人
宗
五
述
義
。
并
圖
其
室
席
器
物
。

隠

雨

採

.

越
剛
月
。
寄
至
。
字
皆
和
文
不
能
識
。
藍
水
譯
之
。
大
義
可
解
。
至
於
析
宗
微
隱
。
有

粘
飾

図
絵

休

剪

尽

文
字
不
能
達
其
委
曲
。
圖
繪
不
能
盡
其
全
體
者
。
藍
水
演
示
儀
文
。
又
捌
紙
靴
鯖
。
肖
屋

毎
毎
仮

児

図

習

席
諸
圖
。
藍
水
稍
習
我
語
。
如
小
兒
。
不
能
正
言
。
毒
券
段
手
足
比
擬
。
極
整
屋
之
苦
。

年

阜
県

1
ι
礼

盤

海

工
ι
図

叙

日
本
蕃
脳
一
香
戰

斎

国

朋朋
治
戊
子
Ξ
月
美
濃
國
源
緒
藍
水
校
於
昊
門
寓
齋

関

茶
一
儲
八

・
U

図

凶

一
烹
室
席
圖
圖
一

図

図

席
圖
圖
二

図

図

故

半
席
戡
伶
圖
圖
三

図

図

賓
主
席
位
圖
圖
四

陳
列

図

器
図

主
席
半
席
陳
冽
茶
器
圖
圖
五因

点
迫

器
昆
キ
列
図

駄
醍
茶
進
賓
諸
器
厳
冽
圖
圖
六

飲
浪

図

畢

図

散
醍
茶
戰
進
茶
入
匙
袋
半
席
圖
圖
七

一
1

図

戴

改

図

改
設
風
盧
半
席
不
戡
銅
圖
圖
八

図
旦
圖
數

斎

部
呉

江
宙
昊
穆
齋
為
夢
榴
主
人
代

浄

郷

繕
浮
本
於
武
林
之
九
曲
誹
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反
覆
筆
述
。
始
克
條
理
後
先
。
從
事
文
句
。
及
藁
成
。
藍
水
研
調
薮
過
。
余
有
俣
領
其
義
。

軽

乱

数
数
亟
改

前

介
以

或
反
其
輕
重
而
凱
其
揖
後
者
。
互
相
申
辨
目
筆
。
又
數
薮
更
肢
。
始
為
定
本
。

詞

促
稿

画

得

時
豆
洲
迷
宗
五
薯
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藍
水
圭
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。
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。
合
曼
尋
琉
球
人
文
章
香
合
血
。

会
衆
観

1

謂

会

F
1

鬻
茗
布
席
。
會
累
觀
晋
貝
。
彼
俗
所
謂
大
茶
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也
。
未
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。
豆
洲
又
有
書
至
。
告
宗
五
亟

継

以

,

属

コ

疾
而
逝
。
其
門
人
某
某
繼
承
師
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。
介
局
屬
藍
水
諄
索
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目
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。
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。
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。
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糸

余
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為
藁
。
臂
諸
收
絲
之
箪
。
僅
就
緒
理
。
至
於
組
織
之
工
。
尚
待
彼
之
君
子
。
自
為
之

頻
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也
。
李
頴
自
記
。

稿

従

条

数
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12 (フフ)

「
記
」
、
正
し
く
は
「
紀
」
続
日
本
紀
』
は
平
安
時
代
の
菅
野
真
道
な
ど
の
勅
撰

「
嶬
」
、
正
し
く
は
「
嵯
」
。

「
辛
崎
」
は
「
韓
崎
」
や
「
唐
崎
」
と
も
い
う
。

『
海
人
藻
芥
』
は
室
町
時
代
の
恵
命
院
宣
守
の
撰
。

『
奥
義
抄
』
は
平
安
時
代
の
藤
原
清
輔
の
撰
。
「
紗
」
と
「
抄
」
は
同
じ
。

「
栄
」
、
正
し
く
は
「
恵
」
。

「
熊
」
、
正
し
く
は
「
能
」
。

「
莫
」
は
「
暮
」
に
通
じ
る
。

「
皎
」
は
お
そ
ら
く
「
焔
」
の
誤
り
。

原
書
で
は
こ
の
行
の
上
の
眉
注
に
「
圓
下
放
此
」
と
あ
り
、
本
文
の
「
圓
」
字
の
横
に
は
も
う
つ

「
圖
」
字
が
書
き
加
え
て
あ
る
。

「
製
」
は
お
そ
ら
く
「
型
」
の
誤
り
。

「
曲
礼
」
は
『
礼
記
』
中
の
盃
尾

「
西
」
は
「
棲
」
に
通
じ
る
。

大
応
国
師
は
、
鎌
倉
時
代
の
禅
僧
。
建
長
寺
で
蘭
渓
道
隆
に
師
事
し
、
渡
宋
し
て
虚
堂
智
愚
に
師
事

し
て
帰
国
し
た
。
大
応
国
師
は
本
文
次
行
の
南
浦
紹
明
と
同
一
人
物
で
あ
り
、
本
文
の
記
述
は
お
そ

ら
く
誤
り
で
あ
ろ
う
。

南
宋
の
禅
僧
虚
堂
智
愚
の
こ
と
。

王
友
石
は
明
代
初
期
の
画
家
王
紋
の
こ
と
。
当
該
部
分
は
明
の
顧
元
慶
『
茶
譜
』
に
附
さ
れ
た
王
紋

「
竹
炉
并
分
封
六
事
」
に
見
え
る
。

「
衆
楽
跡
」
、
正
し
く
は
「
聚
楽
第
」

唐
代
の
陸
羽
『
茶
経
』
の
こ
と
。

『
茶
疏
』
は
明
代
の
許
次
将
の
撰
。

『
大
観
需
』
は
宋
代
の
徽
宗
の
撰
。

演
繁
露
は
宋
代
の
程
大
昌
の
撰
。

「
幅
沙
」
は
「
楸
紗
」
と
同
じ
。

「
涓
」
は
お
そ
ら
く
「
拒
」
の
誤
り
。

松
漠
紀
聞
』
は
宋
代
の
洪
皓
の
撰
。

食
経
は
北
魏
の
崔
浩
の
撰
。
本
書
は
既
に
散
侠
し
て
お
り
、
「
門
釘
」
の
こ
と
は
明
代
の
楊
慎
『
丹

鉛
摘
録
な
ど
に
見
え
る
。




